
学びのWEEK地域IT人材育成事業

プレゼンを終えた生徒にインタビュー！ ２０２０．３．発行

浜商には「浜商３つのWEEK」があり、「進路」「ビジネス」「学び」をテーマに各学期の中で集中的に学ぶ期
間を設け取り組んでいます。
3学期のテーマは「学び」です！2月３日から７日まで「学びのWEEK」で様々な「学び」がありました。

地域IT人材育成事業で身についた力や
自分にとってプラスになったことは何ですか？

浜田でも最新の学びが出来るんだよ！

グループで課題を解決するためのビジネスアイデアを考
えて、「プロトタイプ」（試作品）を作り、実際どのよう
に解決していくアイデアなのかを、プレゼンしたよ！
靴の試し履きができるアプリや忘れ物をなくすアプリ、

旅行先での服レンタルサービスなどユニークなアイデアが
たくさんあったよ。

コミュニケーション力アップ
聞く力、聞き出す力を高めよう
～吉本流 体験的仕事の極意～

課題研究って、自分の興味関心とこれまで学んできたこ

とや根拠のあるデータを使って、「課題発見」⇒「仮説」
⇒「検証」⇒「考察・まとめ」というサイクルで1つの課
題を深く掘り下げて研究し、解決するための方法を実践的
に学ぶことなんですね！！
先輩たちの発表を聞いて、来年度自分はどんなことを研

究しようかな？とワクワクしてきました♪

e-Front島根支社 高橋さんから

伝えたかったのは「考えること」の
大切さです。「考えること」とは「問
いを持ち続ける」ことです。
この事業で学んだ「デザイン思考」

や「リーン・スタートアップ」といっ
た手法はこれからいつでも使えるもの
です。事あるごとに思い出してこれか
らの人生をサバイブしてください。

課題研究
発表会
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浜商TOPICS

魅力その１：最新のIT 技術や情報、及び実際のビジネス創出手法などを学ぶことができる！
魅力その２：豪華な外部講師陣

㈱e-Front島根支社・㈱ラーニング・アントレプレナーズ・ラボ

将来県内ＩＴ産業界で活躍できるＩＴ人材育成！目的

情報処理科３年生が身近な困り事をテーマに真に必要とされるサービスを、
生徒自ら考えビジネスアイデアにし、１月２８日に発表会をしました。

この事業で
育てたい「力」とは・・・

解決
提案力

課題
発見力

優秀賞
チーム名：トリビビ

自分たちで資料を作成し、プレゼンする達成感や、
１からビジネスを考えるワクワク感、将来は起業を
したいと思っているのでとても勉強になりました。

『再考する力・文章力・パソコンスキル・自信』
が身につきました！！
外部講師の方から良かった点、より良くするた

めの改善点など専門的なアドバイスをしてもらえ
るのでより学びが深まりました。

森川さん(１中出身）吉川さん(２中出身）大櫛さん(２中出身)

優良賞の「チームα」にも聞きました！
金子くん(１中出身)大垰くん(３中出身）

みんなでアイデアを出し合い、対話の中から
新しい発想が生まれ、考えをまとめていくとい
う流れを学べました。

『リーダーシップ・リサーチ力・多角的視点
コミュニケーション力・発想力』
が身につきました。

吉本興業で若手芸人を次々と売り出した「伝説の女マネージャー」として知られる大谷由里子氏を
講師にお招きし、講演会を開催しました。
まずは相手の話を「聴く」こと。そして「感じて・興味を持って・動く」こと、「WANT・HOWでと

ことん考える」ことが大切だということを学びました。

２月４日(火）に３年生が１年間取り組んできた課題研究発表会がありました。
３０のテーマがあり、「商業科」「情報処理科」「資格取得」などこれまでの

「学び」を活かした研究をポスターにまとめてプレゼンしました。

資格取得についての課題研究

「e-スポーツ」に関する疑問か
ら“ぷよぷよ”などのゲームが高
齢者の娯楽・趣味になりうるのか
を、実際に高齢者にゲームをして
もらい研究したチームに人だかり
が出来ていました。

この事業で育てたい「力」とは・・・“課題解決力”

これからの社会は教える「ティーチン
グ」ではなく、相手の力を引き出す「コー
チング」が求められます。
そのためには「自分が１番幸せである」

ことがポイントです。

他人と比べて自分を
評価するのではなく、
“昨日の自分と比べる”
ことをして、自分の可能
性を伸ばしていきたいと
思いました。

コーチングの話を聞
いて、相手を認めて、
引き出して応援できる
ような人になりたいと
思いました。

～生徒たちの声～

「１番は自分が幸せ
であること」をいうこ
とを聞いてこれからの
人生、幸せでありたい
と思いました。

🄫山高守人


